
（別紙３）

～ 令和７年３月２５日（火）

（対象者数） 　６名 （回答者数） 　５名

～ 令和７年３月７日（金）

（対象者数） 　３名 （回答者数） 　３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

作業療法士の協力

　作業療法士が関与した支援プログラムについて検討

し、実施できるように取り組んでいきます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　利用児童が通っている保育園や認定こども園、幼稚

園等に連絡し、企画が再開できるよう取り組んでいき

ます。

2

3

親子での通園

　保護者と一緒にいろいろな遊びや運動などを行い、楽

しさを感じながら、心身の発達がうながされるように支

援します。

安定した保育の提供

　担当保育士を専任制にし、安定した保育を提供できる

ようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他機関との交流

　保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の

中で他のこどもと活動する機会がありません。

　以前交流していた幼稚園から、園児減少のため交流を

断られてから、交流できる保育園等を見つけられていま

せん。

令和７年２月２７日（木）

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　青森県立あすなろ療育福祉センター　（医療型児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和７年２月１０日（月）

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


